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要約 (Executive Summary)  
 

本レポートは、欧州企業における知的財産（IP）分野での生成 AI（Generative AI）の活用状況

について、多角的な視点から詳細な分析を提供するものである。欧州の知財実務は、生成 AI の
登場により、効率化と高度化という大きな変革の機会を迎えている。先行技術調査の迅速化、

特許明細書ドラフト作成の支援、商標クリアランス、契約書分析など、IP ライフサイクルのあ

らゆる段階で具体的なユースケースが生まれつつある。Siemens、Bosch、Novartis といった

先進企業は、AI を知財管理の効率化ツールとしてだけでなく、製品開発や創薬といった事業競

争力に直結する分野での知財創出エンジンとして活用しており、その戦略は二つの側面から進

んでいる。 

一方で、この技術革新は、法規制、データセキュリティ、倫理的課題という三つの大きなハー

ドルに直面している。特に、発明内容などの機密情報を扱う知財分野において、クラウドベー

スの汎用 AI ツールがもたらす情報漏洩リスクは最大の懸念事項である。この課題に対応するた

め、欧州では DeepIP に代表されるような、セキュリティとコンプライアンスを重視した IP 特

化型の AI スタートアップが台頭し、独自の技術エコシステムを形成している。 

規制環境に目を向けると、欧州と米国の間には顕著なアプローチの違いが見られる。欧州は、

欧州特許庁（EPO）の一貫した人間中心主義的な審査基準や、透明性義務を課す「EU AI法」

に代表されるように、包括的な事前規制を通じてイノベーションと権利保護のバランスを図る

「規制主導」のアプローチを採用している。これにより、企業にとっては法的予見可能性が高

まる一方、厳格なコンプライアンスが求められる。対照的に、米国は「判例主導」のアプロー

チを取り、AI 生成物の著作権性や学習データのフェアユース（公正な利用）といった核心的な

論点が、訴訟を通じて形成されつつある。この法的な不確実性は、グローバルに事業を展開す

る企業にとって、地域ごとに異なるリスク評価と戦略の策定を不可避のものとしている。 



将来的に、AI は単なるアシスタントから、人間の専門家と協働する「ハイブリッドモデル」の

不可欠なパートナーへと進化し、AI 学習データに関するライセンス市場はさらに拡大・複雑化

することが予測される。本レポートは、これらの動向を踏まえ、企業が生成 AI のメリットを最

大化し、リスクを管理するために取るべき戦略的指針を提示する。具体的には、厳格な AI ガバ

ナンスの確立、コンプライアンス体制の構築といった「守りの戦略」と、AI を新たな発明創出

の源泉と捉える「攻めの戦略」の両輪が、今後の国際競争を勝ち抜く上で不可欠であることを

結論付ける。 

 

第 1 章：欧州企業における知財分野での生成 AI 活用：全

体像とユースケース 
 

 

1.1 知財業務のパラダイムシフト：生成 AI がもたらす変革 
 

長年にわたり、知的財産（IP）業務は、弁理士や弁護士、専門調査員といった高度な専門知識

を持つ人材による、膨大な手作業と緻密な分析に依存してきた。先行技術の探索から、特許明

細書の作成、権利範囲の解釈、契約書のレビューに至るまで、そのプロセスは労働集約的であ

り、多大な時間とコストを要するものであった。 

生成 AI の登場は、この伝統的なパラダイムに根本的な変革をもたらす可能性を秘めている。

ChatGPT に代表される大規模言語モデル（LLM）は、自然言語を理解し、膨大なテキストデー

タを処理・生成する能力を持つ 1。この技術を知財業務に応用することで、従来は数週間から数

ヶ月を要したタスクを数時間、あるいは数分で完了させることが可能になり、業務プロセスに

「スケール」と「スピード」という新たな次元をもたらす 2。 

しかし、生成 AI がもたらす価値は、単なる既存業務の自動化や高速化に留まらない。AI は、

研究開発の初期段階におけるアイデア創出の支援から、競合他社の IP ポートフォリオ分析に基

づく戦略策定、さらには権利行使段階での証拠収集まで、IP ライフサイクル全体を網羅的に支

援・強化する「協働パートナー」としての役割を担い始めている 3。人間の専門家が AI の分析

結果や生成物を活用し、より高度で戦略的な判断に集中することで、知財業務全体の質と価値

を高める新しい協働モデルが生まれつつある。 

 



1.2 具体的な活用事例分析 
 

欧州企業および法律事務所における生成 AI の活用は、まだ初期段階にあるものの、IP 業務の

様々な領域で具体的なユースケースが試みられている。 

● 先行技術調査・無効資料調査: 特許出願前の新規性・進歩性の判断や、他社特許を無効化

するための資料調査は、知財業務の中核をなす。従来はキーワード検索を駆使してデータ

ベースを探索していたが、LLM を活用することで、発明の概要を自然言語で入力するだけ

で、関連性の高い特許文献や学術論文を迅速に特定し、その内容を要約させることが可能

になる 2。これにより、調査担当者は膨大な文献の読解に費やす時間を大幅に削減し、よ

り深い内容の分析に集中できるようになる。調査の網羅性が向上し、見落としリスクが低

減することも期待される。 
● 特許明細書のドラフト作成: 発明の内容を正確かつ網羅的に記述する特許明細書の作成

は、高度な専門性と時間を要する作業である。生成 AI は、発明者が記述した技術的な説

明文や実験データから、特許請求の範囲（クレーム）の草案や、発明を実施するための形

態（実施例）の初稿を自動で生成することができる 2。弁理士や企業の知財担当者は、こ

の AI が生成したドラフトを基に、法的な要件を満たすよう修正・追記・洗練させること

で、作成プロセス全体を大幅に効率化できる。ただし、生成された内容の技術的な正確

性、新規性や進歩性を際立たせるための表現、権利範囲の適切性については、依然として

人間の専門家による厳格なレビューが不可欠である。 
● 商標クリアランス調査: 新しいブランド名やロゴを導入する際、既存の登録商標と抵触し

ないかを確認するクリアランス調査は必須である。生成 AI は、提案された文字列やデザ

インと類似する既存の商標を、各国の商標データベースだけでなく、ウェブサイト、ソー

シャルメディア、e コマースサイトといった広範なデータソースから高速で検索・抽出す

ることができる 6。特に画像生成 AI の技術を応用すれば、ロゴマークの視覚的な類似性を

多角的に判断する支援ツールとしての活用も期待される。 
● 契約書分析: ライセンス契約、共同開発契約、秘密保持契約など、知財関連の契約書は複

雑で専門的な内容を含む。生成 AI は、これらの法的文書を瞬時に分析し、リスクの高い

条項、一方的に不利な条件、業界標準から逸脱した記述などを自動でハイライトすること

ができる 7。これにより、法務担当者は契約レビューの時間を短縮し、交渉戦略の立案や

デューデリジェンスの迅速化に貢献する。 
● IP ポートフォリオ管理と戦略策定: 企業が保有する多数の特許や商標を管理し、その価値

を最大化することは経営上の重要課題である。生成 AI は、自社および競合他社の膨大な

特許ポートフォリオデータを分析し、技術分野ごとの強み・弱み、注目すべき技術トレン

ド、未開拓の技術領域（ホワイトスペース）、ライセンス供与やクロスライセンスの機会

などを可視化する 9。これにより、経営層や知財責任者は、データに基づいた客観的で高

度な知財戦略を策定することが可能になる。 

現在の主なユースケースは、既存の知財業務をいかに「効率化」し「高速化」するかに主眼が



置かれている。しかし、この技術がもたらす真の変革は、その先にある。それは、AI が人間だ

けでは気付かなかった異なる技術分野間の新たな関連性や、異分野技術の融合によるイノベー

ションの可能性を提示する「創造支援」のフェーズである。 

この変革の兆候はすでに見られる。例えば、WIPO（世界知的所有権機関）のレポートは、生成

AI 関連の特許出願が、テキストや画像といった領域だけでなく、分子構造、遺伝子、タンパク

質といった科学的発見の領域にまで及んでいることを示している 10。これは、AI が単なる情報

処理ツールではなく、科学的な探求そのものに用いられている証拠である。製薬大手の

Novartis が、創薬プロセスにおいて「Genera tive  Chemistry」と呼ばれる手法を用い、AI に新

たな分子構造を提案させている事例は、この流れを象徴している 11。これらの事実を結びつけ

ると、現在主流である「アシスタント」としての AI の役割は、将来的には新たな発明や創作を

生み出す「共創者」へと進化していく可能性が高い。 

したがって、企業が取るべき戦略は、単に既存業務の効率化ツールとして AI を導入することに

留まらない。研究開発（R&D）部門と知財部門が密接に連携し、AI を活用して新たな発明のシ

ーズを発掘し、それを強力な知的財産として保護していくという、より能動的で未来志向のプ

ロセスを構築することが不可欠となる。 

表 1: 知財業務における生成 AI の主要ユースケースと具体例 

IP 領域 ユースケース 生成 AI の機能 期待されるメ

リット 
主要なリスク/
課題 

特許 先行技術調査 自然言語によ

る検索、文献

の要約、関連

性のスコアリ

ング 

調査時間の大

幅短縮、網羅

性の向上、調

査コストの削

減 

ハルシネーシ

ョン（存在し

ない文献の引

用）、重要文

献の見落とし 

 
明細書ドラフ

ト作成 
技術文書から

のクレーム・

実施例の自動

生成、定型表

現の挿入 

ドラフティン

グ時間の短

縮、品質の均

一化、ヒュー

マンエラーの

削減 

権利範囲の不

適切な設定、

技術内容の不

正確な表現、

新規性の欠如 



 
オフィスアク

ション応答案

作成 

拒絶理由の分

析、反論・補

正案の生成、

判例・審査基

準の参照 

応答作成の迅

速化、弁理士

の作業負荷軽

減 

法的・技術的

論点の誤解、

戦略的でない

応答の生成 

商標 クリアランス

調査 
類否判断、多

言語・多市場

での類似商標

検索、ロゴの

画像認識 

調査範囲の拡

大、調査の迅

速化、人的判

断の補助 

文化的ニュア

ンスの無視、

判断基準の不

透明性 

 
使用状況モニ

タリング 
ウェブ・SNS
上での不正使

用・模倣品の

検出 

ブランド保護

の強化、権利

行使の迅速化 

誤検知（False  
Positive）、証

拠能力の確保 

著作権・契約 契約書レビュ

ー 
リスク条項の

特定、不利な

条件のハイラ

イト、条項の

要約 

レビュー時間

の短縮、リス

ク管理の強

化、交渉準備

の効率化 

法的解釈の誤

り、ビジネス

コンテクスト

の無視 

 
ライセンス契

約ドラフト作

成 

標準的なライ

センス条項の

生成、条件交

渉のシミュレ

ーション 

契約作成の迅

速化、交渉ポ

ジションの強

化 

複雑な条件設

定への対応限

界、法的アド

バイスの代替

不可 

IP 戦略 ポートフォリ

オ分析 
競合他社の特

許マッピン

グ、技術トレ

ンドの可視

化、ホワイト

スペース分析 

データドリブ

ンな戦略策

定、M&A・提

携機会の特定 

分析の前提と

なるデータの

品質、解釈の

妥当性、因果

関係の誤認 



 

第 2 章：主要欧州企業による生成 AI 導入事例 
 

欧州の主要企業は、生成 AI を知的財産分野に導入する動きを加速させているが、そのアプロー

チは企業や業界の特性によって異なる。特に機密性の高い情報を扱うため、具体的な導入事例

の公開は限定的であるが、公表されている情報からは、各社の戦略的な意図を読み取ることが

できる。 

 

2.1 産業界のパイオニア：Siemens と Bosch  
 

ドイツを代表する製造業大手である Siemens と Bosch は、欧州における AI 技術開発と知財戦

略の最前線を走っている。 

● Siemens:  Siemens は、欧州における AI 関連特許の出願件数でトップクラスを誇り、生成

AI を単なる業務効率化ツールとしてではなく、産業の根幹であるエンジニアリングプロセ

スそのものを変革する基盤技術と位置づけている 4。同社が提唱する「Industrial 
Foundation Models (IFMs)」は、設計図、シミュレーションデータ、製造プロセスといっ

た産業特有の複雑なデータを理解し、エンジニアの設計・開発作業を支援するものであ

る。Siemens が取得している特許には、医療画像のノイズを除去する AI や、製品テスト

のためのデータを AI が生成する技術などが含まれており、AI を活用して生み出した新た

な技術を知的財産として保護し、事業の競争優位性を確立する戦略が明確に見て取れる 
13。これは、知財創出と事業活動が不可分に連携していることを示している。 

● Bosch:  Bosch もまた、AI 技術への投資に積極的であり、過去 5 年間で 1500 件以上もの

AI 関連特許を出願している 15。同社のアプローチは、AI を製品の付加価値を高めるため

のコア技術と捉え、その成果を知的財産として積極的に保護する点に特徴がある。例え

ば、自動運転システムに搭載されるカメラは、AI を用いて物体や人物を高い精度で認識す

る 16。さらに、Bosch は製品開発だけでなく、開発プロセス自体の効率化にも生成 AI を
活用している。具体的には、自動運転機能を検証するためのテスト走行において、生成 AI
を用いて雪道のような特定の走行環境データを人工的に生成し、トレーニングを加速させ

る取り組みを行っている 16。 

Siemens と Bosch の事例から浮かび上がるのは、欧州の先進的な製造業が AI を二つの側面で

活用しているという事実である。一つは、AI を製品やサービスに直接組み込むことで新たな価

値を創造し、それを特許で保護するという「事業競争力に直結する知財創出」。もう一つは、

AI を用いて開発や製造のプロセスを効率化し、市場投入までの時間を短縮するという「開発プ



ロセスの効率化」である。これは、AI を知財管理のコスト削減ツールとして捉えるだけでな

く、知財創出そのもののエンジンとして活用する、攻守両面のアプローチである。この両輪戦

略は、AI への投資対効果（ROI）を最大化するためのモデルケースと言える。したがって、こ

れから AI 導入を検討する企業は、知財管理部門のコスト削減という守りの視点だけでなく、

R&D 部門と連携し、AI を活用してどのように競争優位性のある特許を生み出すかという攻め

の視点を持つことが極めて重要となる。 

 

2.2 製薬業界の革新：Novartis  
 

規制が厳しく、研究開発に莫大なコストと時間を要する製薬業界においても、生成 AI は革新の

起爆剤として期待されている。スイスに本拠を置く大手製薬企業 Novartis は、その先進的な取

り組みで注目されている。 

Novartis は、AI を創薬プロセスの初期段階である「Generative Chemistry （生成的化学）」に

応用し、特定の標的に対して有効な新しい分子構造のアイデアを AI に生成させている 11。ま

た、臨床試験のプロトコル設計を最適化したり、論文や臨床記録といった非構造化データを解

析して新たな知見を得たりするためにも AI を活用している 17。 

同社の戦略で特に注目すべきは、オープンイノベーションへの積極的な姿勢である。自社での

AI 開発に留まらず、最先端の AI 技術を持つスタートアップ、Generate:Biomedicines との大

規模な提携を発表した 12。これは、外部の専門知識を積極的に取り入れ、創薬プロセスを加速

させようとする戦略的な動きである。 

さらに、Novartis は技術の導入と並行して、倫理的な課題にも真摯に取り組んでいる。同社は

AI の責任ある利用を徹底するため、独自の倫理規定やリスク管理フレームワークを策定・公開

しており、AI システムの開発・導入・利用の各段階で、バイアスの排除、透明性の確保、人権

の尊重などを徹底する方針を示している 18。この取り組みは、規制が厳格なヘルスケア業界に

おいて、AI を安全かつ倫理的に導入するための重要なモデルケースとなるだろう。 

 

2.3 公開事例の現状と課題 
 

Siemens、Bosch、Novartis のような先進企業の事例は存在するものの、欧州企業全体で見る

と、知財のような機密性の高い部門での具体的な AI 活用事例の公開は依然として限定的であ

る。この背景には、クラウドベースの生成 AI ツールを利用する際の、機密情報漏洩リスクに対



する根強い懸念がある 6。発明の内容や出願戦略といった企業の生命線とも言える情報が外部

に流出する可能性は、多くの企業にとって導入を躊躇させる最大の障壁となっている。 

De loitte が実施した調査によると、欧州企業のリーダーは、米州やアジア太平洋地域の同業者

に比べて生成 AI の導入に慎重な傾向があり、自社組織が AI によって大きく変革されるまでに

は 3 年以上かかると予測する割合が高い 19。この慎重な姿勢は、前述の情報漏洩リスクに加

え、GDPR（一般データ保護規則）をはじめとする欧州の複雑な規制環境や、AI 投資の価値を

経営層に明確に示すことの難しさを反映している可能性がある。 

 

第 3 章：欧州の知財特化型生成 AI テクノロジー企業 
 

欧州では、汎用的な大規模言語モデルとは一線を画し、知的財産分野の特有のニーズに応える

テクノロジー企業やスタートアップが独自の生態系を形成しつつある。これらの企業は、欧州

市場の特性を深く理解し、それに最適化されたソリューションを提供することで存在感を示し

ている。 

 

3.1 新興企業の台頭と欧州 AI エコシステム 
 

EIT Digital と AiNed の共同レポートによれば、欧州連合（EU）内には約 670 社の生成 AI スタ

ートアップが存在し、これは AI スタートアップ全体の約 10.6%を占める 1。米国や中国と比較

すると、欧州の生成 AI スタートアップへの資金流入はまだ限定的であるが、ドイツ

（19.9%）、フランス（17.5%）、オランダ（10.9%）、スウェーデン（8.2%）などを中心に、

活発なエコシステムが形成されつつある 1。 

欧州の AI エコシステムが持つ独自の強みは、世界トップクラスの大学や研究機関が輩出する優

秀な人材プールに加え、GDPRのような厳格なデータ保護規制を背景とした「信頼性」への強

い要求にある 3。多くの欧州企業は、データが域外のサーバーに転送されるリスクを懸念し、

EU の規制に準拠したローカルベンダーを好む傾向がある。この市場環境が、欧州独自の IP テ

ック企業の成長を促している。 

 

3.2 主要ツールとサービスプロバイダーの分析 
 



欧州の IP テック市場では、特にセキュリティ、コンプライアンス、専門性を重視したサービス

が注目されている。 

● DeepIP（欧州拠点）: 米国の著名なベンチャーキャピタル Headline 社が選ぶ「AI Europe  
10 0」にも名を連ねる、リーガルテック分野の有望なスタートアップである 3。DeepIP
は、AI を特許専門家の仕事を奪うものではなく、その能力を増幅させる「フォースマルチ

プライヤー（力の増幅器）」と明確に位置づけている。提供するサービスは、特許性評

価、特許図面の自動生成、明細書ドラフティング支援、AI によるレビュー、出願手続きの

管理支援など、特許実務のライフサイクル全体を包括的にカバーしている 3。単なるテキ

スト生成にとどまらず、特許実務特有のタスクに特化した機能を提供している点が大きな

特徴である。 
● Bösherz Göbel Patent Law Firm （ドイツ）: このドイツの特許法律事務所は、自らがサ

ービス提供者となり、特許専門家向けの「GenAI Tool Finde r」というユニークなツールを

開発・公開している 21。このツールは、利用者の経験レベル、求める機密性の度合い、ワ

ークフローの特性に応じて、最適な AI ツールの組み合わせを提案する。提案されるツー

ルには、ChatGPT や Claude といった汎用的なモデルに加え、EU のデータ規制に準拠し

たフランス製の Mistra l AI や、企業の内部サーバーで運用可能な Ollama のようなローカ

ル AI ソリューションも含まれている 21。これは、専門家が多様な AI ツールを安全かつ効

果的に使いこなすためのノウハウ自体をサービス化するという新しい動きであり、市場の

ニーズを的確に捉えている。 
● Robin AI （英国）: 契約ライフサイクル管理（CLM）に特化した AI プラットフォームを提

供するスタートアップ 8。ライセンス契約や共同開発契約など、知財部門が扱う多種多様

な契約書を AI が自動でレビューし、リスク分析や重要条項の要約を行う。契約関連業務

の効率化とリスク管理の高度化に貢献し、法務・知財部門の負担を軽減する。 

これらの企業の動向を分析すると、欧州の IP テック市場が明確な方向性を持っていることがわ

かる。それは、汎用的な大規模言語モデルを単に IP 業務に転用するのではなく、「セキュリテ

ィ」「コンプライアンス」「専門性」という三つの重要な要素を核に据えた、特化型かつ高付

加価値なソリューションへと向かう流れである。知財業務における最大の障壁が機密情報の保

護であることは明白であり 2、ローカル AI や EU 準拠 AI といった選択肢が提示されているの

は、データが外部サーバーに送信されるリスクを回避したいという市場の強いニーズの表れに

他ならない。また、欧州弁理士会（epi）が AI 利用に関する詳細なガイドラインを策定してい

ることも 5、専門家としての責任とコンプライアンス遵守の重要性を高めている。したがっ

て、欧州市場で AI ツールを導入、あるいは提供しようとする企業にとって、OpenAI の
ChatGPT のような米国製汎用ツール一辺倒の戦略は不十分である。GDPR への準拠、データの

域内処理、そして特許実務への深い理解に基づいた専門的機能を持つツールこそが、競争優位

性を確保する鍵となるだろう。 

表 2: 欧州の主要な知財特化型生成 AI ツール・サービス 



企業名 本社所在地 提供サービ

ス/製品名 
主要機能 特徴（セキ

ュリティ、

準拠法な

ど） 

ターゲット

顧客 

DeepIP  欧州（国未

詳） 
DeepIP 
Platform  

特許性評

価、図面生

成、ドラフ

ティング支

援、AI レビ

ュー、出願

手続き支援 

特許実務の

全段階をカ

バーする統

合プラット

フォーム。

専門家の能

力を増幅さ

せる設計思

想。 

企業知財

部、特許事

務所 

Robin AI  英国 Robin AI 
Platform  

契約書の自

動レビュ

ー、リスク

分析、要

約、契約ラ

イフサイク

ル管理 

Microsoft 
Word との

連携。自然

言語での契

約書検索機

能。 

企業法務

部、知財

部、プライ

ベートエク

イティ 

Bösherz 
Göbel  

ドイツ GenAI Tool 
Finder 

ユーザーの

ニーズに応

じた最適な

AI ツール

（汎用、ロ

ーカル、EU
準拠）の選

定支援 

法律事務所

が開発。機

密性や epi
ガイドライ

ンへの準拠

を重視した

ツール選定

が可能。 

特許弁理

士、企業知

財担当者 

Harvey  米国（欧州

でも展開） 
Harvey 法的文書の

要約、分

析、ドラフ

ティング。

OpenAI と
の提携。高

度な法的推

論能力。

大手法律事

務所、企業

法務部 



EU 法など

特定の法域

に特化した

モデルを提

供。 

PwC などの

大手ファー

ムが導入。 

 

第 4 章：生成 AI が知財業務にもたらす影響：メリット

とリスクの分析 
 

生成 AI の導入は、知財業務に革命的な効率化をもたらす一方で、看過できないリスクも内包し

ている。企業がこの技術を最大限に活用するためには、光と影の両側面を深く理解し、適切な

管理体制を構築することが不可欠である。 

 

4.1 メリット：効率化を超えた価値創出 
 

生成 AI がもたらす恩恵は、単なるコスト削減や時間短縮に留まらない。 

● 研究開発の加速: AI は、人間が一生かかっても読み切れないほどの膨大な学術論文や特許

データを瞬時に分析し、異なる技術分野間の隠れた関連性を見出し、新たな研究の方向性

や有望な技術シーズを提案することができる。特に、新薬候補となる分子構造の探索や、

特定の特性を持つ新材料の開発といった分野では、AI によるシミュレーションと提案が研

究開発のサイクルを劇的に加速させることが期待されている 7。 
● 出願プロセスの効率化とコスト削減: 特許明細書のドラフティングや先行技術調査といっ

た、従来は多大な専門家の時間を要した作業を AI が支援することで、弁理士費用や社内

の人件費を大幅に圧縮できる 2。これにより、潤沢な資金を持たない中小企業やスタート

アップにとっても、自社の革新的なアイデアを知的財産として保護するためのハードルが

大きく下がる。 
● 知財戦略策定の高度化: 競合他社の特許出願動向、技術開発のトレンド、市場のニーズな

どを AI がリアルタイムで分析し、その結果を可視化することで、より客観的でデータに

基づいた（データドリブンな）知財ポートフォリオ戦略の立案が可能になる 1。これによ

り、企業は自社の強みを最大化し、リスクを最小化する戦略的な意思決定を行えるように

なる。 



● 一貫性と品質の向上: 定型的な文書作成において、AI は事前に定義されたテンプレートや

用語集に忠実に従うため、文書全体で用語の統一性を保ち、記載漏れや形式的な誤りを防

ぐことに貢献する 2。これにより、ヒューマンエラーが削減され、提出書類の品質が安

定・向上する。 

 

4.2 課題とリスク：技術的・倫理的・法的な三重の壁 
 

輝かしいメリットの裏側には、慎重に対処すべき深刻なリスクが存在する。 

● 機密情報の漏洩リスク: これは知財分野における最大かつ最も深刻な懸念事項である。ク

ラウドベースで提供される多くの汎用生成 AI ツールは、ユーザーが入力した情報をサー

ビス向上のために利用する規約となっている場合がある。企業の未公開の発明内容、事業

戦略、顧客情報といった機密情報をこれらのツールに入力した場合、そのデータが AI モ
デルのさらなる学習に利用されたり、サイバー攻撃などによって外部に漏洩したりするリ

スクがある 2。一度漏洩すれば、発明の新規性が失われ、特許取得が不可能になるなど、

取り返しのつかない損害につながる可能性がある。 
● 正確性と信頼性の問題（ハルシネーション）: 生成 AI は、時に事実に基づかない情報や、

もっともらしい虚偽の情報を、あたかも真実であるかのように生成することがある。この

現象は「ハルシネーション（幻覚）」と呼ばれている 1。知財業務において、AI が実在し

ない先行技術文献を引用したり、技術的な内容を誤って解釈したり、法的な要件を無視し

たクレームを作成したりする可能性はゼロではない。AI の生成物を鵜呑みにすることは極

めて危険であり、人間の専門家による徹底的なファクトチェックと検証が不可欠である。 
● 専門家の判断の代替可能性とスキル低下: AI がドラフティングや調査といった基本的なタ

スクをこなすようになると、若手の弁理士や知財担当者が実務を通じてスキルを習得する

機会が減少する恐れがある 2。AI は「何を」書くかは提案できても、「なぜ」その表現が

戦略的に最適なのか、という背景にある法的・技術的・商業的な判断までは代替できな

い。AI への過度な依存は、長期的には組織全体の専門性の低下を招きかねない。 
● バイアスの伝播: AI は、学習に用いたデータセットに内在するバイアスを学習し、増幅さ

せてしまう傾向がある。例えば、学習データが特定の技術分野や特定の国の特許文献に偏

っている場合、AI の分析結果や提案もその方向に偏ってしまう可能性がある 24。これによ

り、多様な視点やニッチな技術分野が見過ごされるリスクが生じる。 
● 著作権侵害のリスク: AI モデルの学習データに、著作権で保護された画像や文章などが許

諾なく大量に使用されている場合、その AI モデル自体が著作権を侵害していると見なさ

れる可能性がある。そのような AI ツールを業務で利用した企業も、意図せず著作権侵害

の当事者となり、法的な責任を問われるリスクがある 6。この問題は現在、世界中で多く

の訴訟の争点となっている。 



生成 AI の導入は、単なるツール選定という技術的な問題ではなく、企業経営そのものに関わる

戦略的な課題である。それは、「人と AI の新たな協働モデル」をいかに設計し、「リスク管理

体制」をいかに構築するかという問いを企業に突きつける。メリットを最大化し、リスクを最

小化するためには、技術部門、法務・知財部門、そして倫理担当部門が連携し、統合的なガバ

ナンス体制を構築することが不可欠である。Novartis が AI 利用に関する包括的な倫理規定と

リスク管理フレームワークを策定していること 18 や、欧州弁理士会（epi）が専門家に対してク

ライアントへの説明責任や生成物のチェック責任を厳格に求めていること 5 は、この課題の重

要性を示唆している。企業は AI 導入の前に、①利用目的と許容範囲を定めた社内ポリシーの

策定、②従業員へのリスク教育の徹底、③AI 生成物の検証プロセスの確立、④取り扱う情報

の機密レベルに応じたツール（パブリッククラウド、プライベートクラウド、オンプレミス）

の戦略的な使い分け、といった包括的なガバナンス体制を整備する必要がある。 

 

第 5 章：生成 AI と知的財産権に関する法的論点（米国

中心） 
 

生成 AI と知的財産権を巡る法的な議論は世界中で活発化しているが、特に多くの大手 AI 企業

が拠点を置く米国では、訴訟を通じて新たなルールが形成される「判例法主導のフロンティ

ア」となっている。この動向は、グローバルに事業を展開する企業にとって極めて重要であ

る。 

 

5.1 AI 生成物の著作権性：人間中心主義の原則 
 

米国著作権局（U.S. Copyright Office ）は、生成 AI によって生み出された著作物の保護に関し

て、一貫して「人間中心主義」の原則を堅持している。その核心は、「人間の著作者（human 
author）」による創造的な寄与が存在しない限り、著作権保護の対象にはならないという考え

方である 26。 

2025 年 1 月に公表されたレポートの Part2 において、著作権局はこの方針を改めて明確にし

た。AI はあくまで人間が使用する高度な「ツール」であり、著作権が発生するのは、人間が AI
というツールを用いて、プロンプトの工夫や生成物の選択・配置・修正などを通じて、最終的

なアウトプットに十分な創造的表現（sufficient expressive elements ）を付け加えた場合に限

られる 27。AI が完全に自律的に生成した部分については、著作権は認められない。このアプロ

ーチは、AI 支援による創作活動そのものを否定するものではなく、著作権法の根幹にある「人



間による創造性」という価値を、新たなテクノロジーの時代においても維持しようとする意図

の表れである。 

 

5.2 AI 生成物の発明者適格：DABUS 事件の示唆 
 

特許の分野においても、同様の人間中心主義が見られる。物理学者スティーブン・ターラー博

士が開発した AI システム「DABUS」を「発明者」として記載した特許出願は、米国特許商標

庁（USPTO）、欧州特許庁（EPO）、英国知的財産庁など、世界の主要な特許庁によって退け

られた 26。 

これらの判断の根底にあるのは、現行の特許法が「発明者」を権利の主体となりうる「自然人

（natural person ）」と想定しているという解釈である。AI システムには法人格がなく、法的

な権利や義務の主体となることができないため、発明者とは認められない 29。この一連の判断

は、現行法下では、たとえ AI が発明の創出に大きく貢献したとしても、最終的な発明者として

は人間を指名する必要があることを明確にした。 

 

5.3 主要な訴訟動向：フェアユースの境界線を探る 
 

現在、米国の裁判所では、生成 AI を巡る数多くの知的財産権訴訟が進行中であり、その判決は

今後の AI 開発と利用のあり方を大きく左右することになる。 

● 学習データと著作権侵害: The New York Times 社が Microsoft 社と OpenAI 社を提訴した

事件 31 や、多くの作家、アーティスト、プログラマーが起こしている集団訴訟 31 は、AI
の学習プロセスそのものを問うものである。最大の争点は、インターネット上から収集し

た膨大な著作物を、権利者の許諾なく AI の学習に利用する行為が著作権侵害にあたるの

か、それとも米国の著作権法で認められている「フェアユース（公正な利用）」の範囲内

なのか、という点である。AI 開発者側は、学習は新たな表現物を生み出すための変容的

（transformative ）な利用であり、フェアユースに該当すると主張している 26。 
● 米国著作権局の見解: 2025 年 5 月に公表されたレポートの Part3 の草案では、AI の学習

におけるフェアユースの適用は、個別の事案ごとに 4 つの要素（①利用の目的と性格、

②著作物の性質、③利用された部分の量と実質性、④利用が原著作物の潜在的市場また

は価値に与える影響）を総合的に考慮して判断されるべきであり、画一的なルールは馴染

まないとの見解が示された。特に、生成されたコンテンツが元の著作物と市場で直接競合

するような場合は、フェアユースが認められにくくなる可能性が示唆されている 32。 



● Andersen v. Stability AI:  複数のアーティストが Stability AI などを相手取って起こした集

団訴訟。この事件で裁判所は、初期段階の棄却申立てに対し、AI モデル「Stable  
Diffusion」が原告らの著作物を利用して構築されており、エンドユーザーによる利用が著

作権侵害を引き起こすように意図的に設計されている、という原告の主張を妥当なものと

して審理を進めることを認めた 33。これは、AI モデルそのものが侵害を誘発する「道具」

となりうるという考え方を示唆するものであり、注目すべき判断である。 
● Getty Images v. Stability AI ( 英国での訴訟): 写真提供大手 Getty Images 社が Stability 

AI 社を英国で提訴した事件。当初の主要な争点であった、AI モデルの学習行為そのもの

が著作権侵害にあたるという主張は、侵害行為が英国内で行われたことの立証が困難であ

ったため、最終的に取り下げられた 35。現在の主な争点は、学習済みの AI モデルを英国

内のユーザーがダウンロードできるようにすることが、著作権法上の「侵害複製物の輸

入」にあたるか、また、AI が生成した画像に Getty 社のウォーターマーク（透かし）が

再現されることが商標権侵害や詐称通用（passing off）にあたるか、といった二次的な論

点に移っている 36。 

米国の法的な状況は、立法府によるトップダウンの包括的なルール作りではなく、個別の訴訟

を通じて裁判所が判断を積み重ねることで、AI と知的財産権の新たな関係性がボトムアップで

形成されていく「判例法主導のフロンティア」と言える。米国著作権局も、既存のフェアユー

スの枠組みで対応可能という姿勢を維持しており 27、当面はこの状況が続くと見られる。この

法的な不確実性は、AI 開発者にとってはフェアユースが認められれば無許諾でのデータ利用を

継続できるという機会を、コンテンツ権利者にとっては侵害が認められれば巨額の賠償金や新

たなライセンス市場を創出できる機会をもたらす。同時に、双方にとって敗訴という大きなリ

スクをはらんでいる。したがって、企業は米国の訴訟動向を常に注視し、自社の AI 利用、特に

学習データの選定と利用方法が、フェアユースの 4 要素に照らしてどのようなリスクを伴うか

を継続的に評価する必要がある。特に、自社の製品やサービスと競合するコンテンツを生成す

る AI の利用は、リスクが高いと認識すべきである。 

 

第 6 章：欧州規制当局の動向とガイドライン 
 

米国が判例法主導で AI と知財のルールを形成しているのとは対照的に、欧州は包括的な法規制

と既存の法的枠組みを組み合わせることで、イノベーションの促進と個人の権利・知的財産権

の保護とのバランスを取ろうとする「規制主導のアプローチ」を明確に打ち出している。この

アプローチは、欧州で事業を展開する企業にとって、法的予見可能性を高める一方で、厳格な

コンプライアンス義務を課すものである。 

 



6.1 欧州特許庁（EPO）：一貫した人間中心主義 
 

欧州特許庁（EPO）は、AI 関連発明の審査において、長年の実務で確立された安定的な枠組み

を維持している。 

● 既存の枠組みの適用: EPO は、AI 関連発明を「コンピュータ実装発明（Computer -
Implemented Inventions, CII）」の一分野として捉え、既存の審査基準を適用している 
30。発明が特許として認められるためには、単なる抽象的な数学的方法やアルゴリズムに

留まらず、特定の技術分野（例：医療画像の解析、産業プロセスの制御、通信ネットワー

クの最適化など）に応用され、具体的な「技術的課題を解決」し、「技術的効果」をもた

らす必要がある 29。 
● 発明者適格の厳格な解釈: DABUS事件に関する EPO 審判部の決定以降、EPO は「発明者

は自然人（a human being）でなければならない」という原則を堅持している 29。AI はあ

くまで発明者が使用する高度なツールであり、発明の主体にはなり得ないという立場であ

る。これは、欧州特許条約（EPC）が発明者に帰属する様々な権利（氏名表示権など）を

定めており、それらの権利を享受するためには法人格を持つ人間であることが前提とな

る、という解釈に基づいている 30。 
● 開示要件の明確化: 2025 年 4 月 1 日に施行される改正審査ガイドラインでは、AI 関連発

明に求められる開示要件がより具体的に示された。出願人は、その発明の技術的効果が、

使用した機械学習の数学的手法や学習データセットの特性に依存する場合、当業者（その

技術分野の専門家）がその技術的効果を再現できる程度に、これらの手法や特性を明細書

に詳細に記載することが求められる 39。ただし、学習に用いたデータセットそのものを開

示することまでは、通常は要求されない 39。 

 

6.2 EU AI 法と著作権指令：透明性と権利者保護の枠組み 
 

欧州連合（EU）は、AI 技術全般を対象とする包括的な規制と、著作権分野に特化した指令を組

み合わせることで、多層的な規制の枠組みを構築している。 

● EU AI 法 (Regulation (EU) 2024/1689):  2024 年 8 月に施行されたこの画期的な法律は、

生成 AI モデルの提供者に対して、世界で最も厳しいレベルの透明性義務を課している 
40。主な義務は、①AI によって生成または操作されたコンテンツであることを、利用者が

容易に認識できるよう、機械可読な形式で明示（ラベリング）すること、②モデルの学習

に使用した著作権保護コンテンツの「十分に詳細な要約」を公開すること、の二点である 
25。これらの規定は、偽情報の拡散を防ぐとともに、著作権者が自らの作品が AI の学習に

利用されたかどうかを追跡し、権利を主張することを可能にするための重要な基盤とな



る。 
● デジタル単一市場における著作権指令 (CDSMD):  この指令は、テキスト・データ・マイニ

ング（TDM）に関する例外規定を定めている。科学的研究目的以外の商業目的の TDM に

ついては、著作権者が事前に、ウェブサイトのメタデータなどで機械が読み取れる形式を

用いて、TDM 目的での利用を明確に留保（オプトアウト）していない限り、原則として

適法と見なされる 40。この「オプトアウト」の仕組みは、権利者が自身のコンテンツの利

用をコントロールするための重要な手段となっている。 
● EUIPO（欧州連合知的財産庁）の役割: 法規制を実務レベルで機能させるため、EUIPO は

積極的な役割を担っている。EUIPO が公表した詳細な調査報告書では、権利者がオプトア

ウトの意思表示を行うための様々な技術的手段（例：ウェブサイトのクローリングを制御

する Robots  Exclusion Protocol、TDM 専用の TDM Rese rvation Protocol など）や、AI に
よって生成されたコンテンツを検出・識別するための技術（電子透かし、フィンガープリ

ンティングなど）について、詳細な分析が行われている 41。これは、法規制の理念を、具

体的な技術的ソリューションによって支えようとする欧州のアプローチを象徴している。 

 

6.3 新たなライセンスモデルの形成 
 

欧州の規制アプローチは、結果として AI 開発者とコンテンツ権利者との間に新たな市場力学を

生み出している。著作権指令が権利者にオプトアウトの権利を与え、AI 法が学習データの透明

性を義務付けたことにより、AI 開発者が高品質で合法的な学習データを確保するためには、権

利者から直接ライセンスを取得する必要性が高まっている 40。ドイツのメディア大手 Axel 
Springer 社が、同社のニュースコンテンツを OpenAI の学習データとして提供するグローバル

なパートナーシップ契約を締結したことは、この新しいライセンス市場の形成を象徴する事例

である 44。 

さらに、欧州議会の法律問題委員会（JURI）に提出された専門家の報告書では、現状の TDM
例外規定は、生成 AI の巨大なスケールと商業的な性質に十分対応できていないと指摘されてい

る 45。そして、クリエイターへの公正な報酬を保証するための新たな仕組みとして、「法廷報

酬制度」の導入が提言されている。これは、AI の利用から得られる収益の一部を原資として、

集中管理団体を通じて権利者に分配する、集団ライセンスや AI アウトプットへの課徴金といっ

た制度を想定するものである 45。 

欧州の規制動向を総合的に分析すると、そこには一貫した哲学が見て取れる。それは、「ルー

ルの中でイノベーションを進める」という秩序だったアプローチである。EPO は既存の枠組み

を適用することで法的安定性を提供し、EU は AI 法と著作権指令によって透明性と権利保護と

いう明確なガードレールを設けた。この結果、企業はイノベーションの自由を追求する一方

で、その活動が社会や権利者に与える影響について説明責任を負うことになる。これは、訴訟



を通じて事後的にルールが形成される米国のアプローチとは根本的に異なる。したがって、欧

州で事業を展開する企業は、AI の開発・導入の初期段階からコンプライアンス体制を設計に組

み込むことが必須となる。具体的には、①学習データの出所と権利処理に関する詳細な記録管

理、②AI 生成コンテンツのラベリング義務への対応、③EPO の厳格な開示要件を満たす特許

明細書の作成、といった実務的な対応が、事業継続のための前提条件となる。 

表 3: 米国と欧州における AI と知財権に関する法的・規制的スタンスの比較 

法的論点 米国のアプローチ 欧州のアプローチ 企業への戦略的イ

ンプリケーション 

AI 生成発明の「発

明者」 
判例法（DABUS 事

件）により「自然

人」に限定。

USPTO がこの立場

を維持。 

成文法（EPC）およ

び判例法（DABUS
事件）により「自然

人」に限定。EPO
が厳格に適用。 

グローバルで発明者

は人間とする方針で

統一。AI の貢献度

は発明者への指示・

監督として記録。 

AI 生成創作物の

「著作者」 
著作権局のガイダン

スにより「人間の創

造的寄与」が必須と

され、AI 単独生成

物は保護対象外。 

EU 法（判例・指

令）においても「人

間による創作」が原

則。AI 単独生成物

は保護対象外。 

AI 生成物をそのま

ま利用せず、人間に

よる十分な編集・加

工を加え、そのプロ

セスを記録・管理す

る必要がある。 

AI 学習データの利

用（著作権） 
「フェアユース」の

成否が最大の争点。

訴訟を通じてケース

バイケースで判断

（判例法主導）。法

的予見可能性が低

い。 

著作権指令

（CDSMD）の TDM
例外が適用。権利者

による「オプトアウ

ト」が可能。ライセ

ンス市場が形成され

つつある。 

米国市場向けにはフ

ェアユースのリスク

評価が必須。欧州市

場ではオプトアウト

の有無を確認し、ラ

イセンス取得を基本

戦略とする。 

AI システムへの規

制 
セクター別の規制が

中心。包括的な連邦

法は未整備。学習デ

ータの開示義務を課

「EU AI 法」によ

り、リスクベースの

包括的な事前規制を

導入。生成 AI には

欧州で事業を行う場

合、EU AI 法のコン

プライアンス体制構

築が最優先課題。製



す法案が議会で審議

中。 
厳格な透明性義務

（学習データの要約

公開など）を課す。 

品設計段階から透明

性確保の仕組みを組

み込む必要がある。 

 

第 7 章：今後のトレンドと将来展望 
 

生成 AI 技術の急速な進化と、それに追随しようとする法整備の動きは、知的財産の世界に構造

的な変化をもたらし続けるだろう。法律事務所やコンサルティングファームの分析、そして技

術の進化予測から、今後のトレンドと企業が取るべき戦略を展望する。 

 

7.1 法務・コンサルティング業界の分析から見る近未来 
 

専門家の間では、今後の知財実務において以下の三つのトレンドが加速するという見方が支配

的である。 

● ハイブリッドモデルの常態化: 生成 AI が人間の専門家を完全に代替する未来は、当面の間

は考えにくい。むしろ、人間が AI を高度なアシスタントとして駆使し、定型業務や情報

収集を AI に任せることで、より高度な戦略的判断、クライアントとの深い対話、創造的

な問題解決に集中するという「ハイブリッドな働き方」が標準となる 2。弁理士や弁護士

の役割は、情報の生成者から、AI が生成した情報の正当性を検証し、戦略的な文脈に位置

づける「キュレーター」や「ストラテジスト」へとシフトしていく。 
● ライセンス市場の拡大と複雑化: 欧州の規制動向に後押しされ、AI の学習データとしての

コンテンツ利用に関するライセンス供与は、メディア、学術出版、画像提供サービスな

ど、多くの業界にとって新たな収益源として確立されるだろう 40。一方で、そのライセン

ス契約の内容はより複雑化する。利用範囲の限定（特定の AI モデルのみ、特定の目的の

み）、ロイヤリティの算定方法（利用量ベースか、AI の収益に対するパーセンテージ

か）、AI が生成したアウトプットの所有権の帰属など、交渉すべき項目は多岐にわたる 
25。高度な契約交渉能力を持つ専門家の重要性が増すことになる。 

● 「説明可能性（Explainability ）」の重要性の高まり: AI が業務に深く浸透するにつれ

て、規制当局や裁判所、そしてクライアントは、AI がなぜその結論に至ったのかについ

て、より高いレベルの「説明可能性」を求めるようになるだろう。例えば、「なぜこの先

行技術が最も関連性が高いと判断したのか」「なぜこの契約条項をリスクが高いと判定し

たのか」といった判断プロセスの透明性が問われる。内部の仕組みが不透明なブラックボ



ックス型の AI は、その判断の正当性を証明することが難しく、法的な場面での信頼性が

低くなる可能性がある。結果として、判断根拠を提示できる、透明性の高い AI モデルが

ビジネスの世界で評価されるようになる。 

 

7.2 技術進化と法整備の相互作用が描く未来図 
 

技術と法は、互いに影響を与えながら進化していく。 

● 技術進化の方向性: 現在の生成 AI は、主にテキストや画像の生成に用いられているが、今

後はより複雑なワークフローを自律的に計画・実行する「エージェント AI」へと進化して

いくと予測されている 3。知財分野においては、発明のアイデアを着想し、先行技術を調

査し、特許明細書のドラフトを作成し、さらには特許庁からの拒絶理由通知に対する応答

案までを半自律的にこなす AI システムが登場するかもしれない。また、RAG（Retrieval-
Augmented Generation ）のように、リアルタイムで外部の最新情報を取り込みながら回

答を生成する技術 40 は、常に最新の判例や審査基準を反映した法的分析を可能にする一方

で、その情報源の著作権処理という新たな法的課題を生む。 
● 法整備の方向性: 欧州議会への報告書が提言するように 45、AI の普及によって不利益を被

る可能性のあるクリエイターや発明家への公正な報酬を確保するため、新たな制度が導入

される可能性がある。例えば、特定の AI サービスの利用料の一部を徴収し、学習データ

の権利者に分配する仕組みなどが考えられる。また、AI 支援によって生み出された発明や

創作物について、どの程度の「人間の貢献」があれば権利が認められるのか、その具体的

な基準が法律やガイドラインでより詳細に定義されていくことになるだろう。 

この技術と法の相互作用は、今後も継続的なサイクルを生み出す。新たな AI 技術が登場する

と、それが既存の知的財産法の想定を超えた課題を突きつけ、その結果として法改正や新たな

判例が生まれ、その新たな法的枠組みの中で次の技術革新が起こる、というダイナミックなプ

ロセスが続いていく。 

 

7.3 欧州企業が取るべき戦略的示唆と日本企業への提言 
 

このような不確実で急速に変化する環境において、企業が競争力を維持・強化するためには、

リスクを管理する「守りの戦略」と、機会を捉えて価値を創造する「攻めの戦略」を両輪で推

進することが不可欠である。 

● 守りの戦略（リスク管理）: 



1. AI ガバナンスの確立: 全社横断的な AI 利用ポリシーを策定し、従業員が遵守すべき

ルールを明確にする。特に、機密情報や個人情報の取り扱いについては、入力しては

ならない情報の種類や、利用を許可するツールの範囲を厳格に定める必要がある。 
2. コンプライアンス体制の構築: EU AI 法をはじめとする各国の規制動向を継続的に監視

し、法務・知財部門が迅速に対応できる体制を整える。特に、学習データの透明性確

保や生成コンテンツのラベリングといった義務への対応は、早期に着手すべきであ

る。 
3. ツールの戦略的選定: 取り扱う情報の機密レベルに応じて、利用する AI ツールを戦略

的に使い分ける。一般的な情報収集にはパブリックなクラウド AI を、未公開の発明

情報など最高レベルの機密情報を扱う際には、セキュリティが保証された専門ツール

や、自社のサーバー内で完結するオンプレミス型の AI ソリューションの導入を検討

する。 
● 攻めの戦略（価値創造）: 

1. 「AI Co- Creation 」プロセスの導入: 知財部門と R&D 部門の壁を取り払い、AI を新

たな発明やデザインを創出するためのツールとして積極的に活用するプロセスを構築

する。AI が提示した意外な組み合わせやアイデアを、人間の専門家が評価・発展させ

ることで、イノベーションの確率を高める。 
2. データ資産の価値評価: 自社が長年にわたって蓄積してきた技術文書、実験データ、

設計図、顧客からのフィードバックといったデータを、単なる記録としてではなく、

AI を訓練するための貴重な「学習データ資産」として再評価する。これらの独自デー

タでファインチューニングされた AI は、他社にはない独自の能力を持つ競争優位の

源泉となりうる。 
3. オープンイノベーションの活用: Novartis の事例が示すように 12、すべての技術を自

社で開発することに固執せず、最先端の技術を持つ外部の AI スタートアップとの提

携や M&A を積極的に検討する。これにより、開発スピードを加速させ、新たな視点

を取り入れることができる。 
● 日本企業への提言: グローバル市場で競争する日本企業にとって、欧州の「規制主導」ア

プローチと米国の「判例主導」アプローチという、二つの異なるゲームのルールを深く理

解することが不可欠である。それぞれの市場の法的・倫理的要請に応えつつ、グローバル

で整合性の取れた AI- IP 戦略を構築する必要がある。特に、消費者保護や人権を重視する

欧州の規制アプローチは、今後、他の地域にも影響を与え、事実上のグローバルスタンダ

ードとなる可能性がある。そのため、EU AI 法が定める透明性や説明責任といった要件に

早期に対応することは、欧州市場でのビジネス継続だけでなく、将来のグローバルな競争

力確保の観点からも極めて重要であると言える。 
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